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家庭ごみの有料指定袋制導入後における京都市のごみ収集量について 

 

 

京都市では，この度，平成１８年１０月に家庭ごみの有料指定袋制を導入して以降の９ヶ月間

の家庭ごみ及び資源ごみ（缶・びん・ペットボトル）の収集量を，下記のとおり取りまとめまし

たのでお知らせします。 

制度実施後９ヶ月を経過しましたが，家庭ごみが対前年度と比較して１５％，資源ごみも２０％

減量しており，京都市民の皆様の高い環境意識に支えられ，着実にごみの減量が定着しています。 

 

 
記 

 
 

１ 家庭ごみ 

 

※１ 速報値につき，５０トン刻みで四捨五入した概数 
  ※２ 対前年度比：前年同月のごみ量との比較（以下同じ） 
    

２ 資源ごみ（缶・びん・ペットボトル） 

 

※１ 速報値につき，１０トン刻みで四捨五入した概数 

 

（参 考） 

 循環型社会推進部ホームページアドレス：http://www.city.kyoto.jp/kankyo/recycle/index.html 

 １０月～３月 ４月～６月（※１） 合 計 

１８年度～１９年度 １１６，４９１ｔ ６０，８５０ｔ １７７，３４１ｔ

１７年度～１８年度 １３６，４６１ｔ ７２，１５０ｔ ２０８，６１１ｔ

対前年度比（※２）
△１４．６％

（△１９，９７０ｔ）

△１５．７％

（△１１，３００ｔ）

△１５．０％

（△３１，２７０ｔ）

 １０月～３月 ４月～６月（※１） 合 計 

１８年度～１９年度 ６，６８５ｔ ３，５４０ｔ １０，２２５ｔ

１７年度～１８年度 ８，４３８ｔ ４，３５０ｔ １２，７８８ｔ

対前年度比（※２）
△２０．８％

（△１，７５３ｔ）

△１８．６％

（△８１０ｔ）

△２０．０％

（△２，５６３ｔ）


